
事業別見直し状況一覧 部局名

政策体系 No

R5実績 実績／目標 R6実績見込 実績／目標 R7目標 R7目標／目標

－ － － － － －

経費
区分

分析
開始
年度

終了
年度

R7
統合

歳出 一般財源 歳出 一般財源
評価
改善

決算特
指摘

改善ポイント
（方向付け・事業内容の変更点・財源調達等）

歳出 一般財源

義務
人件
費

H22 2,513,413 2,484,048 2,496,767 2,496,767
スポーツ・文化観光部職員に係る人件費の管理等を適切
に実施

1,761,996 1,761,996

部局
長

調査 H22 16,000 16,000 16,000 16,000 施策の推進に必要な調査を継続して実施 16,000 16,000

年次 県行 H30 － － 32,500 32,500 本県の認知度向上、誘客促進等を推進 32,500 32,500

重点 県行 新規 － － － － ○
スポーツ・文化・観光施設等の一体的な情報発信、誘客
促進を実施

17,400 8,700

政策 県行 H22 19,999 19,811 21,626 21,394 スポーツ・文化観光施策の総合的な調整を実施 18,799 18,584

－ － 2,566,893 2,566,661 1,846,695 1,837,780

スポーツ・文化観光部

局　名 － 課　名 企画経理課 -

指　標 目標 R4実績 評価と改善措置のポイント

－ － － －

事                       業 R5最終 R6当初予算 今後の事業展開 R7当初予算

事　業　名

職員給与費

スポーツ・文化観光部企画調整費

東京ガールズコレクション開催事業費

サブスクリプションサービスによる顧客
交流促進事業費

スポーツ・文化観光企画推進費

計



事業別見直し状況一覧 部局名

政策体系 No

R5実績 実績／目標 R6実績見込 実績／目標 R7目標 R7目標／目標

14,312,403 95.4% 調査中 調査中 15,000,000 100.0%

経費
区分

分析
開始
年度

終了
年度

R7
統合

歳出 一般財源 歳出 一般財源
評価
改善

決算特
指摘

改善ポイント
（方向付け・事業内容の変更点・財源調達等）

歳出 一般財源

年次
積立
金

H15 23,790 0 569 0 ・ふるさと納税寄附金等の基金への積立て 7,393 0

重点
年次
政策

国行 R4 38,201 31,460 50,500 27,426
・日本サイクルスポーツセンター及びエコパを拠点とした、
地域スポーツコミッションモデル事業の終了

41,000 27,000

年次 国奨 R6 － － 13,500 6,750 ・申請見込額の精査による歳出額の見直し 10,000 5,000

年次 県行 R6 R6 ① － － 10,000 10,000 ・スポーツの成長産業化推進事業費と統合 － －

重点
政策

国行 R2 28,200 28,200 70,300 46,650
・ジャパンマウンテンバイクカップ海外選手招聘にかかる
経費の見直し

25,000 24,000

重点
政策

国行 R6 R6 ② － － 29,000 4,000 ・スポーツ交流推進事業費と統合 － －

政策 県行 H26 ② 18,344 18,344 26,000 22,500
・サイクルスポーツ県づくり事業、スポーツチーム連携推
進事業を統合し効率的に執行

35,700 25,354

重点 県行 新規 ① － － － －
・スポーツと県内産業の融合によるビジネス創出を促進
し、スポーツの成長産業化を図る
・スポーツ医科学機能推進事業を統合し効率的に執行

46,500 34,650

政策
重点

県行 H28 R6 ② 10,619 10,619 15,900 14,400 ・スポーツ交流推進事業費と統合 － －

－ － 215,769 131,726 165,593 116,004

スポーツ・文化観光部

局　名 － 課　名 スポーツ政策課 11-1

指　標 目標 R4実績 評価と改善措置のポイント

県内施設・大会等でスポーツを
する人・観る人の人数

15,000,000 13,018,803
・毎年度の実績は順調に伸びており、長期目標は達成できる見通し
・今後は、スポーツによる地域と経済の活性化とスポーツの成長産業化に
重点を置き、長期目標の達成を確実なものとしていく

事                       業 R5最終 R6当初予算 今後の事業展開 R7当初予算

事　業　名

スポーツ振興基金積立金

スポーツコミッションShizuoka推進事業
費

スポーツまちづくり事業費助成

スポーツ医科学機能推進事業費

大規模国際スポーツ大会レガシー推進
事業費

スポーツチーム連携推進事業費

スポーツ交流推進事業費

スポーツの成長産業化推進事業費

サイクルスポーツ県づくり事業費

計



事業別見直し状況一覧 部局名

政策体系 No

R5実績 実績／目標 R6実績見込 実績／目標 R7目標 R7目標／目標

52.3% 74.7% 調査中 調査中 70.0% 100%

3.5% 116.7% 調査中 調査中 3.0% 100%

88.3% 97.9% 調査中 調査中 90.2%以上 100%

経費
区分

分析
開始
年度

終了
年度

R7
統合

歳出 一般財源 歳出 一般財源
評価
改善

決算特
指摘

改善ポイント
（方向付け・事業内容の変更点・財源調達等）

歳出 一般財源

準義
務

県奨 S30 2,370 2,370 2,370 2,370
・スポーツの振興や水難事故防止等を目的とする関係団
体へ継続して助成

2,370 2,370

年次
政策

庁舎
県行

H3 482,500 482,500 487,288 487,288
・スポーツの環境基盤である県有スポーツ施設の安全か
つ効率的な管理運営の継続実施
・購入備品の精査

476,700 476,700

年次
政策

県奨 H8 ① 230,327 214,588 270,600 246,600
・「ふじのくに」アスリート支援・育成事業を統合し、競技ス
ポーツの振興について効率的に執行
・アスリート支援事業の対象者、対象期間等の見直し

330,000 309,650

年次 単独 R2 299,146 46,146 193,000 26,963
・施設の長期的な維持修繕を図るため、中期維持保全計
画に基づく予防修繕の継続実施

61,400 6,400

年次
政策

県奨 R4 40,956 40,956 32,400 32,400 ・パラアスリート支援事業の対象者、対象期間等の見直し 31,700 31,700

重点
年次

県行 新規 － － － －
・本県で開催される自転車競技大会の機運醸成のための
イベントを開催

23,200 23,200

重点 県行 新規 － － － －
・プロスポーツチームとの連携等を通じて、生涯スポーツ
やパラスポーツなどの地域スポーツ分野において持続可
能な運営モデルを構築

12,200 12,200

スポーツ・文化観光部

局　名 － 課　名 スポーツ振興課 11-1

指　標 目標 R4実績 評価と改善措置のポイント

成人の週1回以上のスポーツ実
施率

70% 53.1%

・20歳代の男性、30歳代、40歳代の女性の実施率が他の世代より低く
なっている。
・スポーツ・レクリエーションを通じた生涯スポーツの全県展開を図り、市
町等と連携してスポーツ活動に参加しやすい環境づくりに取り組む。

静岡県関係のＪＯＣオリンピック
強化指定選手数・ＪＰＣパラリン
ピック等強化指定選手の割合

3.0% 1.9%
・トップアスリート等の強化活動を引き続き支援するほか、ジュニアアス
リートの育成などを引き続き関係団体と連携して実施し、本県の競技力の
向上を図る。

する、みる、支えるのいずれかの
形でスポーツに親しんだ県民の
割合

90.2%以上 90.6%
・トップアスリートの活躍により、県民がスポーツへの関心を持ち、スポー
ツに親しむよう、トップアスリートの強化活動を引き続き支援する。

事                       業 R5最終 R6当初予算 今後の事業展開 R7当初予算

事　業　名

体育関係団体助成

スポーツ施設管理運営費

競技力向上対策事業費

スポーツ施設修繕事業費

パラアスリート支援・育成事業費助成

東京2025デフリンピック推進事業費

地域スポーツ環境づくり推進事業費



経費
区分

分析
開始
年度

終了
年度

R7
統合

歳出 一般財源 歳出 一般財源
評価
改善

決算特
指摘

改善ポイント
（方向付け・事業内容の変更点・財源調達等）

歳出 一般財源

事                       業 R5最終 R6当初予算 今後の事業展開 R7当初予算

事　業　名

政策 国奨 H10 32,000 25,236 30,200 23,436
・障害者スポーツ振興のため静岡県障害者スポーツ大会
の開催、指導員養成事業、各地域のスポーツ教室開催
等の取り組みを継続して実施する。

30,200 23,436

政策 県奨 H23 22,261 10,300 25,000 10,807

・市町等と連携した生涯スポーツの全県展開に向けた取
組を継続して実施
・指導者派遣事業の一部を地域スポーツ環境づくり推進
事業費に統合

21,650 10,507

政策 県奨 R4 R6 ① 117,155 116,855 105,500 105,000 ・競技力向上対策事業費と統合 － －

政策 県行 R5 37,308 32,308 41,500 23,300

・普及啓発事業は、官民連携コンソーシアムの支援と合
せて効率的に執行
・障害者スポーツセンター基本計画の策定は地域スポー
ツ環境づくり推進事業に統合

15,200 15,200

－ － 1,187,858 958,164 1,004,620 911,363

障害者スポーツ振興事業費助成

生涯スポーツ振興事業費

「ふじのくに」アスリート支援・育成事業
費助成

パラスポーツの聖地づくり推進事業費

計



事業別見直し状況一覧 部局名

政策体系 No

R5実績 実績／目標 R6実績見込 実績／目標 R7目標 R7目標／目標

54.7% 72.9% 60.6% 80.8% 75% 100%

45.1% 112.8% 43.6% 109.0% 40% 100%

経費
区分

分析
開始
年度

終了
年度

R7
統合

歳出 一般財源 歳出 一般財源
評価
改善

決算特
指摘

改善ポイント
（方向付け・事業内容の変更点・財源調達等）

歳出 一般財源

準義
務

県奨 S45 3,940 3,940 3,940 3,940 ・県内文化団体の発展に寄与するため、継続して助成 3,940 3,940

年次 国行 R4 R6 59,749 29,874 59,700 29,850 事業終了 － －

年次 県行 R4 94,000 94,000 10,750 10,750
・令和８年度に開催する第10回国際オペラコンクールの
開催準備を実施
・オペラを含む音楽文化の普及啓発を継続して実施

14,000 14,000

年次 県行 H10 909,373 864,763 925,624 924,971 ・グランシップの管理運営の継続実施 925,924 925,271

年次 県奨 R3 130,000 127,000 160,000 157,000

・地域の活性化や社会課題への対応を目指した県民主
体の創造的な取組の支援を継続して実施
・補助額を見直し
・企業版ふるさと納税による資金調達

130,000 127,000

年次 単独 H29 230,900 27,900 539,200 82,200 ・優先順位付けを行い、計画的に修繕工事を執行 1,579,000 234,000

年次 単独 R4 - 106,525 29,525 27,900 22,900 ・優先順位付けを行い、計画的に修繕工事を執行 0 0

年次 単独 H29 - 318,784 24,892 184,000 19,000 ・優先順位付けを行い、計画的に修繕工事を執行 0 0

スポーツ・文化観光部

局　名 － 課　名 文化政策課 11-2

指　標 目標 R4実績 評価と改善措置のポイント

１年間に文化・芸術の鑑賞又は活動を
行った人の割合

75% 49.7%
地域文化資源を活用した出張展示や公演等の開催や、子どもが文化・芸
術に親しむ機会の拡充に取り組んでいく。

自分が住んでいる地域の文化的
環境に満足している人の割合

40% 45.4%
アーツカウンシルしずおかによる地域の活性化や社会課題への対応を目
指した県民主体の創造的な取組の支援等や、文化資源の効果的な利活
用に取り組んでいく。

事                       業 R5最終 R6当初予算 今後の事業展開 R7当初予算

事　業　名

文化関係団体助成

魅力ある文化資源の観光活用推進事
業費

国際オペラコンクール開催事業費

グランシップ管理運営事業費

アーツカウンシル運営事業費助成

グランシップ修繕事業費

舞台芸術拠点施設修繕事業費

美術館修繕事業費



経費
区分

分析
開始
年度

終了
年度

R7
統合

歳出 一般財源 歳出 一般財源
評価
改善

決算特
指摘

改善ポイント
（方向付け・事業内容の変更点・財源調達等）

歳出 一般財源

事                       業 R5最終 R6当初予算 今後の事業展開 R7当初予算

事　業　名

年次
積立
金

S53 1,160 0 469 0
・基金の性質上、債券による長期運用には適さないため、
定期預金で運用

815 0

年次 国行 R2 45,500 43,000 60,000 29,080
・「演劇の都」構想に基づき「演劇の都」づくりを推進する
ため、演劇アカデミーの運営や、演劇団体間の交流を促
進する事業を継続して実施

60,000 29,080

年次 県行 H9 55,900 55,900 59,124 59,124 ・舞台芸術拠点施設の管理運営の継続実施 58,724 58,724

重点 国行 新規 － － － －
・観光客の増加、満足度向上のため、県内の文化資源の
付加価値向上に向けた取組を実施

70,000 10,000

重点 国行 新規 － － － － ○
・県民へ鑑賞機会を提供するため、県文化施設等による
県内各地での出張展示や出張公演を実施

22,400 11,200

重点 国行 新規 － － － －
・東部、伊豆地域の「文化ネットワーク」を形成
・新文化施設の維持管理を実施

54,400 37,650

政策 国行 R6 R6 － － 73,900 24,900 事業終了 － －

政策 県行 R6 R6 11,000 11,000 46,000 46,000 事業終了 － －

政策 国行 R4 63,872 49,479 41,300 30,749 ・ふじのくに芸術祭と障害者芸術祭を一体的に開催 41,205 27,654

政策 県行 H9 19,693 19,479 22,595 22,337 ・事務経費の効率的な執行 22,141 21,837

政策 国行 R3 55,000 55,000 48,000 26,000
・音楽、文学の各分野における地域資源を引き続き静岡
ブランドとして創造、発信
・一部メニュー終了

21,200 19,825

政策 県行 R元 86,714 86,714 85,858 85,858
・子どもたちの文化芸術の鑑賞機会の提供を継続して実
施

85,100 85,100

美術博物館建設基金積立金

「演劇の都」推進事業費

舞台芸術拠点施設管理運営事業費

文化施設の観光活用推進事業費

文化力強化アウトリーチ事業費

東部・伊豆地域文化ネットワーク推進
事業費

日本平周辺文化施設利活用推進事業
費

美術館跡地利活用策定等事業費

ふじのくに文化芸術の祭典推進事業費

文化振興推進事業費

文化芸術における静岡ブランド創造・
発信事業費

子どもが文化と出会う機会創出事業費



経費
区分

分析
開始
年度

終了
年度

R7
統合

歳出 一般財源 歳出 一般財源
評価
改善

決算特
指摘

改善ポイント
（方向付け・事業内容の変更点・財源調達等）

歳出 一般財源

事                       業 R5最終 R6当初予算 今後の事業展開 R7当初予算

事　業　名

政策 県行 S61 332,002 296,322 393,740 301,793 ・企画展の充実、SNSによる情報発信 430,700 297,115

政策 県行 H28 145,427 133,711 154,929 138,006 ・事務経費の効率的な執行 144,300 131,777

政策 県奨 H7 235,000 235,000 235,000 235,000
・東部、西部地域における中高生鑑賞事業の充実を継続
して実施

235,000 235,000

歳入
異動

歳入
異動

R５ 0 △ 467 0 △ 467
・アーツカウンシル運営事業の補助金に係る消費税仕入
控除税額等の返還金等

0 △ 606

－ － 3,132,029 2,248,991 3,898,849 2,268,567

美術館運営事業費

ふじのくに地球環境史ミュージアム管
理運営事業費

静岡県舞台芸術センター事業費助成

歳入異動（文化）

計



事業別見直し状況一覧 部局名

政策体系 No

R5実績 実績／目標 R6実績見込 実績／目標 R7目標 R7目標／目標

８市町 44％ 12市町 67％ 18市町 100％

経費
区分

分析
開始
年度

終了
年度

R7
統合

歳出 一般財源 歳出 一般財源
評価
改善

決算特
指摘

改善ポイント
（方向付け・事業内容の変更点・財源調達等）

歳出 一般財源

準義
務

県奨 S45 450 450 450 450
・文化財に対する理解と関心を高めるため、県文化財保
存協会へ継続して助成

450 450

政策 特行 H23 161,976 0 234,248 0
・適切かつ円滑な発掘調査・資料整理を継続して実施
・開発者の経費負担額の適切な算出

46,365 0

年次 単独 R3 41,393 5,393 18,800 2,800 ・R7年度は実施なし 0 0

政策 県行 R5 5,738 5,738 9,900 5,512
・民俗芸能フェスティバルの開催
・魅力発信のためのWebコンテンツの充実
・アドバイザー派遣回数の減

6,490 5,011

政策 国行 S61 16,477 7,710 14,600 7,102
・カモシカ通常調査の実施（R６～11）
・県内遺跡調査事業量の見直しによる減

13,300 6,410

政策 県行 R元 4,354 4,354 6,807 6,807 ・事務経費の効率的な執行 6,695 6,695

政策 県行 H23 27,890 20,983 32,607 22,747 ・物価高騰に対する事務経費の効率的な執行 30,725 28,284

政策 国奨 R5 190,587 178,587 200,300 184,402
・文化財の補修、整備に対する助成
・しずおか遺産の総合的な情報発信
・３次元データの取得及び公開

211,700 200,980

－ － 517,712 229,820 315,725 247,830

スポーツ・文化観光部

局　名 － 課　名 文化財課 11-2

指　標 目標 R4実績 評価と改善措置のポイント

文化財保存活用地域計画の
国認定を受けた市町数

18市町 ６市
・文化財所有者の保存活用計画の作成及び市町の保存活用地域計画の
作成・認定のための指導や計画推進に向けた助言を行う

事                       業 R5最終 R6当初予算 今後の事業展開 R7当初予算

事　業　名

文化財関係団体助成

文化財調査受託事業費

埋蔵文化財センター修繕事業費

無形民俗文化財持続可能化事業費

文化財保存活用費

文化財行政費

埋蔵文化財センター管理運営費

文化財保存活用推進事業費

計



事業別見直し状況一覧 部局名

政策体系 No

R5実績 実績／目標 R6実績見込 実績／目標 R7目標 R7目標／目標

21.6% 43.2% 27.3% 54.6% 50% 100%

経費
区分

分析
開始
年度

終了
年度

R7
統合

歳出 一般財源 歳出 一般財源
評価
改善

決算特
指摘

改善ポイント
（方向付け・事業内容の変更点・財源調達等）

歳出 一般財源

年次 単独 R4 49,751 12,751 46,000 25,900
・富士山富士宮口五合目における、来訪者の安全確保や
価値の継承を推進する拠点施設整備に関し、コンストラク
ション・マネジメントを実施

32,500 9,500

年次
積立
金

H26 185,862 100,000 82,235 0
・富士山保全協力金、富士山寄附金、ふるさと納税寄附
金やR7から新設する入山料を財源とした基金の積立てを
継続して実施

432,582 0

重点 国行 新規 － － － － ○
・安全快適な富士登山の実現のため、R7から新設する条
例による登山規制や入山料の徴収を軸とし、富士登山に
おける安全対策及び保全事業を継続して実施

395,000 22,684

政策 国行 H26 41,391 20,493 238,000 142,340
・富士山の価値の後世への継承を推進するため、富士山
の保存管理及び普遍的価値の発信等を継続して実施

67,400 16,713

政策 県行 H26 3,499 3,499 3,900 3,900
・韮山反射炉の顕著な普遍的価値を後世へ継承するた
め、継続して実施

5,436 5,436

政策 県行 H29 203,637 168,001 228,452 177,999
・富士山世界遺産センターの基本コンセプトに基づく各事
業を継続して実施

287,600 163,012

－ － 598,587 350,139 1,220,518 217,345

スポーツ・文化観光部

局　名 － 課　名 富士山世界遺産課 11-2

指　標 目標 R4実績 評価と改善措置のポイント

富士山の世界文化遺産としての
顕著な普遍的価値を理解してい
る人の割合

50% 22.1%

世界遺産の顕著な普遍的価値の普及を目的とした県民講座、ＰＲイベント
や富士山世界遺産センターにおける企画展、出前講座等において、富士
山と芸術作品との関わりについて、さらなる情報発信の強化・充実に取り
組む。

事                       業 R5最終 R6当初予算 今後の事業展開 R7当初予算

事　業　名

富士山富士宮口五合目来訪者施設
（仮称）整備事業費

富士山後世継承基金積立金

富士山の保全と安全登山強化事業費

「富士山」後世への継承推進事業費

「韮山反射炉」後世への継承推進事業
費

富士山世界遺産センター管理運営事
業費

計



事業別見直し状況一覧 部局名

政策体系 No

R5実績 実績／目標 R6実績見込 実績／目標 R7目標 R7目標／目標

7,890億円 98.6% 8,000億円 100% 8,000億円 100%

経費
区分

分析
開始
年度

終了
年度

R7
統合

歳出 一般財源 歳出 一般財源
評価
改善

決算特
指摘

改善ポイント
（方向付け・事業内容の変更点・財源調達等）

歳出 一般財源

生活
環境

単独 S28 1,100,000 702,987 1,100,000 526,237 ○
・市町等の中長期的な計画に基づく観光地域づくりに向
けた施設整備を継続して支援
・市町からの要望等を踏まえ、補助要件を見直し

1,100,000 594,032

年次
政策

県行 H25 66,312 59,920 61,000 60,571 ・プラサヴェルデの管理運営を継続して実施 60,806 60,377

年次
政策

県行 H30 45,455 45,455 47,159 47,159 ・日本平山頂シンボル施設の管理運営を継続して実施 47,159 47,159

年次 国行 R4 53,626 26,813 95,000 47,500
・観光デジタル情報プラットフォームの活用によるデジタ
ルマーティングの推進を継続して実施

95,000 47,500

政策 県奨 Ｒ6 － － 105,000 105,000
・宿泊事業者等が実施する業務効率化、社員寮の整備を
継続して支援

98,000 98,000

重点 国行 新規 － － － －
・高齢者、障害のある人など、誰もが安心して旅行を楽し
める観光地域づくりを推進するため、旅行中の移動支援
に係る実証事業等を実施

20,000 10,360

重点 国行 新規 － － － －
・外資系ホテルを誘致するため、ワンストップ窓口の設置
や、セールスシートを活用した情報提供・営業活動等を実
施

6,000 3,000

政策 県行 H19 29,221 26,375 30,276 27,384 ・次期「静岡県観光基本計画」の策定 30,732 28,167

政策 県行 H22 22,374 22,374 22,450 22,450 ・観光情報の発信や観光人材の育成を継続して実施 22,206 22,206

政策 県奨 H28 12,000 11,000 12,000 11,000
・学術調査、教育・普及の取組及びユネスコ調査への対
応に対する支援を継続して実施
・ふるさと納税の活用により財源を確保

12,000 9,060

スポーツ・文化観光部

局　名 － 課　名 観光政策課 12-1

指　標 目標 R4実績 評価と改善措置のポイント

県内旅行消費額 8,000億円(R7) 6,803億円

・県内旅行消費額は、県外旅行者の立寄施設数増加や、宿泊客の平均
宿泊日数の増加などにより、目標に向けて順調に推移している。
・令和７年度は、上質な体験の提供や観光産業の基盤強化、観光ＤＸの
推進に重点的に予算を配分し、さらなる観光消費額の拡大を目指す。

事                       業 R5最終 R6当初予算 今後の事業展開 R7当初予算

事　業　名

観光施設整備事業費

プラサヴェルデ管理運営事業費

日本平山頂シンボル施設管理運営事
業費

観光情報プラットフォーム活用事業費

宿泊業の経営力基盤強化事業費助成

アクセシブル・ツーリズム推進事業費

高付加価値宿泊施設誘致推進事業費

観光施策推進費

おもてなし推進事業費

伊豆半島ユネスコグローバルジオパー
ク推進事業費



経費
区分

分析
開始
年度

終了
年度

R7
統合

歳出 一般財源 歳出 一般財源
評価
改善

決算特
指摘

改善ポイント
（方向付け・事業内容の変更点・財源調達等）

歳出 一般財源

事                       業 R5最終 R6当初予算 今後の事業展開 R7当初予算

事　業　名

災害
復旧
費

単独
現年
災

R2 0 0 30,000 0 ・観光施設の災害復旧 30,000 0

－ － 1,502,885 847,301 1,521,903 919,861

現年単独災害観光施設復旧費

計



事業別見直し状況一覧 部局名

政策体系 No

R5実績 実績／目標 R6実績見込 実績／目標 R7目標 R7目標／目標

7,890億円 98.6％ 8,000億円 100% 8,000億円 100％

経費
区分

分析
開始
年度

終了
年度

R7
統合

歳出 一般財源 歳出 一般財源
評価
改善

決算特
指摘

改善ポイント
（方向付け・事業内容の変更点・財源調達等）

歳出 一般財源

年次
政策

県行 R元 210,100 106,000 206,600 98,600
関係市町等と連携し、駿河湾フェリーの運航継続のため
の費用負担や、環駿河湾地域の周遊促進を継続して実
施

166,600 153,600

年次
政策

国行 R4 59,140 33,377 70,000 35,732
・生産者、料理人、観光関係者等が連携する仕組みづくり
等を継続して実施

67,200 33,931

年次
重点
政策

国行 R6 － － 179,700 136,200 ○
・本県の多彩な地域資源と集客力のあるコンテンツを組
み合わせた旅行テーマによる誘客の強化を継続して実施
・スポーツ関連事業等の廃止によるテーマの絞り込み

142,800 95,175

年次
重点
政策

県行 R6 R6 ① － － 50,000 32,250
・事業完了
・広域連携による観光誘客推進事業費に統合

－ －

年次
重点
政策

国行 新規 ① － － － －
・中央日本４県などの広域連携による誘客促進
・黄金ＫＡＩＤＯプロジェクトによる観光ブランド形成事業費
を統合

18,000 14,500

年次
重点

国奨 新規 － － － － ○
ナイトタイムコンテンツ等の商品造成・販売や県有文化施
設を活用したナイトタイムイベントを実施

38,200 25,100

年次
重点
政策

国奨 R5 104,800 0 223,500 203,250 ○
・インバウンド需要の本格的な回復を図るため、海外誘客
の強化を継続して実施
・富士山静岡空港15周年関連事業等の廃止

205,500 177,900

政策 県行 R4 53,150 51,350 56,876 55,076
広域連携による誘客促進、県海外事務所からの情報発
信等を継続して実施

59,746 47,946

政策 県行 R5 76,800 50,197 30,200 30,200
・教育旅行ニーズの変化に対応し、国内外からの教育旅
行誘致を継続して実施

27,500 27,500

スポーツ・文化観光部

局　名 － 課　名 観光振興課 12-1

指　標 目標 R4実績 評価と改善措置のポイント

県内旅行消費額
8,000億円

(R7)
6,803億円

・県内旅行消費額は、県外旅行者の立寄施設数増加や、宿泊客の平均宿泊日数
の増加などにより、目標に向けて順調に推移している。
・令和７年度は、上質な体験の提供や観光産業の基盤強化、観光ＤＸの推進に重
点的に予算を配分し、さらなる観光消費額の拡大を目指す。

事                       業 R5最終 R6当初予算 今後の事業展開 R7当初予算

事　業　名

駿河湾フェリー利活用促進事業費

ガストロノミーツーリズム推進事業費

時流を捉えた推し旅推進事業費

黄金ＫＡＩＤＯプロジェクトによる観光ブ
ランド形成事業費

広域連携による観光誘客推進事業費

ナイトタイムコンテンツ活用事業費

インバウンド推進事業費

誘客推進事業費

教育旅行推進事業費



経費
区分

分析
開始
年度

終了
年度

R7
統合

歳出 一般財源 歳出 一般財源
評価
改善

決算特
指摘

改善ポイント
（方向付け・事業内容の変更点・財源調達等）

歳出 一般財源

事                       業 R5最終 R6当初予算 今後の事業展開 R7当初予算

事　業　名

政策 県奨 R4 109,000 109,000 109,000 109,000
・国内外からの効果的な誘客に向けて、誘客施策の中核
を担う県観光協会への支援を継続して実施

101,550 101,550

－ － 925,876 700,308 827,096 677,202

誘客推進事業費助成

計



事業別見直し状況一覧 部局名

政策体系 No

R5実績 実績／目標 R6実績見込 実績／目標 R7目標 R7目標／目標

51.3万人 48.9％ 63万人 60.0％ 83万人 79.0％

経費
区分

分析
開始
年度

終了
年度

R7
統合

歳出 一般財源 歳出 一般財源
評価
改善

決算特
指摘

改善ポイント
（方向付け・事業内容の変更点・財源調達等）

歳出 一般財源

政策 県行 H21 26,314 26,114 33,363 33,111 ・委託契約の事業内容等必要経費を精査 26,257 26,042

政策 県行 R2 0 0 5,000 2,000
・空港西側県有地の利用を促進するため、活用方針の見
直し等を実施

3,000 0

政策 県行 R2 14,000 0 14,000 0
・空港利用者に本県の魅力を発信するため、特産品や観
光資源等を紹介する施設運営を継続して実施

14,000 0

年次
政策

県奨 H21 65,000 65,000 82,000 82,000
・国際線の予定便数等を踏まえた上でハイジャックやテロ
を防止するため、空港保安関係事業を行う航空会社等に
対する支援を継続

87,000 87,000

年次
積立
金

H2 6,780 0 5,527 0 ・空港建設等基金の運用益の積み立て 5,590 0

年次 単独 R元 1,141,507 106,507 1,344,000 117,000
・運営権者が実施する更新投資に係る費用の一部負担
を行うほか、滑走路端安全区域（RESA）の本体工事を実
施

1,850,935 223,935

年次 単独 R4 54,800 13,800 50,000 13,000
・空港周辺の立木伐採等の事前防災対策を計画に基づ
き継続して実施

41,350 10,350

政策 単独 H27 R6 382,000 0 541,000 0 事業完了 － －

政策 単独 新規 － － － －
・地域振興や空港を活かしたまちづくりに係る隣接市町の
取組 をへの支援等を実施

61,500 0

スポーツ・文化観光部

局　名 － 課　名 空港管理課 10-2

指　標 目標 R4実績 評価と改善措置のポイント

富士山静岡空港の利用者数 105万人（R7） 35.2万人

・公共施設等運営権制度導入後も県が行うべき空港の機能向上等に係る
取組を推進
・空港周辺の環境保全対策等を継続するとともに、地元市町が実施する
空港を活かした地域のまちづくりに係る取組等を支援し、空港を拠点とし
た地域の魅力づくりを推進

事                       業 R5最終 R6当初予算 今後の事業展開 R7当初予算

事　業　名

空港行政費

空港西側県有地利用促進事業費

富士の国空の玄関機能向上事業費

航空保安高度化事業費

静岡県空港建設等基金積立金

空港施設整備事業費

空港周囲部強靱化対策事業費

空港隣接地域賑わい空間創生事業費

空港周辺地域連携事業費



経費
区分

分析
開始
年度

終了
年度

R7
統合

歳出 一般財源 歳出 一般財源
評価
改善

決算特
指摘

改善ポイント
（方向付け・事業内容の変更点・財源調達等）

歳出 一般財源

事                       業 R5最終 R6当初予算 今後の事業展開 R7当初予算

事　業　名

政策 単独 H21 35,257 19,723 35,700 20,166
・公共施設等運営権制度の導入後も必要な空港周囲部
の環境保全対策等を継続

34,282 18,748

政策 単独 H21 24,500 6,500 20,000 5,000
・空港周辺施設について、中長期管理計画に基づく事業
を継続して実施

20,000 5,000

義務
単独
現年
災

R3 29,920 920 30,000 0 ・現年災害による空港周囲部の災害復旧 30,000 0

義務
単独
過年
災

R4 19,270 270 0 0 ・過年災害による空港周囲部の災害復旧 70,000 0

歳入
異動

歳入
異動

R元 0 △ 877 0 △ 877 ・適切に財産を管理 0 △ 1,044

－ － 2,160,590 271,400 2,243,914 370,031

空港周囲部環境保全対策事業費

空港周辺施設維持管理事業費

現年単独災害空港施設復旧費

過年単独災害空港施設復旧費

歳入異動（空港）

計



事業別見直し状況一覧 部局名

政策体系 No

R5実績 実績／目標 R6実績見込 実績／目標 R7目標 R7目標／目標

51.3万人 48.9％ 63万人 60.0％ 83万人 79.0％

経費
区分

分析
開始
年度

終了
年度

R7
統合

歳出 一般財源 歳出 一般財源
評価
改善

決算特
指摘

改善ポイント
（方向付け・事業内容の変更点・財源調達等）

歳出 一般財源

政策 県行 H22 5,351 5,351 5,351 5,351
・就航地からの誘客促進等に関する広報及び空港利活
用施策を継続して実施

5,351 5,351

政策 県行 H27 170,278 52,280 180,000 58,096
・空港アクセスバス（静岡線・島田線）の運行、西部及び
中東遠地域乗合タクシーの運行に対する助成により公共
交通アクセスを確保

163,800 163,800

政策 県行 H24 683,740 514,168 625,300 503,663
・航空路線の拡大及び安定化に向け、航空会社に対する
助成等を継続して実施
・補助メニューの廃止

602,000 602,000

年次 国行 R6 － － 9,000 4,500
・航空物流を活用した地産品の販売、輸送等に対する支
援を継続して実施

8,700 4,350

政策 県奨 H24 293,173 210,173 310,000 310,000
・富士山静岡空港利用促進協議会が行う利用促進活動
に対する支援を継続して実施

203,600 203,600

政策 県奨 H24 3,792 3,792 5,520 5,520
・貨物取扱量の拡大に向け、航空貨物を取り扱う貨物上
屋使用事業者に対する支援等を継続して実施

5,520 5,520

－ － 1,135,171 887,130 988,971 984,621

スポーツ・文化観光部

局　名 － 課　名 空港振興課 10-2

指　標 目標 R4実績 評価と改善措置のポイント

富士山静岡空港の利用者数 105万人（R7） 35.2万人
富士山静岡空港の航空路線の拡大及び安定化に向け、国際線新規路線
の誘致や航空会社に対する支援の継続、旅行需要の喚起などを行い、一
層の利用促進策を講じる。

事                       業 R5最終 R6当初予算 今後の事業展開 R7当初予算

事　業　名

空港企画広報推進事業費

空港アクセス向上事業費

就航・海外交流促進事業費

富士山静岡空港“地産地出プロジェク
ト”推進事業費

空港定期便拡充促進事業費

航空物流推進事業費

計


